
問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所市民係

老
後
に
備
え
ま
す

不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

　国民年金に任意加入していなかったことにより障害基礎年金などを受給できない障が
い者に対して、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情を考慮して、平成17
年４月から福祉的措置として「特別障害給付金」を支給する制度が創設されました。
支給対象者
①平成３年３月以前に国民年金の任意加入対象者であった学生
② 昭和61年３月以前に国民年金の任意加入の対象となっていた被用者などの配偶者で
あって、任意加入していなかった期間内に初診日（障がいの原因となる傷病について初
めて医師または歯科医師の診療を受けた日）があり、現在、障害基礎年金の１級または２
級に該当する障がいの状態にある人が支給対象者となります。ただし、65歳に到達する
日の前日までにその障がいの状態に該当する人に限られます。
支給額
①１級の障害基礎年金の障がいの程度に該当する人　月額４９，６５０円
②２級の障害基礎年金の障がいの程度に該当する人　月額３９，７２０円
※本人の所得により、支給制限される場合があります。
※老齢年金などを支給されている場合は、支給調整があります。
※給付金は、請求のあった翌月分から支給されます。

烽火リレーのリレーポイント
　烽火リレーは、金田城（長崎県対馬市）から烽火
が上がったという想定で、実際の点火は①太宰府
政庁跡からスタートします。（下表参照）

国 民 年 金 情 報

シ
リ
ー
ズ
　
鞠き

く
ち智
城

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
７
２
５
０

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
③

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
（
終
身
保
障
）

老
齢
基
礎
年
金

　

平
成
23
年
度
年
金
額

　

７
８
８
、
９
０
０
円
（
満
額
）

・
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

　
　　（
４
８
０
月
）の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た

　

人
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

　

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・ 

保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月
以
前
は

３
分
の
１
）
と
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の

未
納
期
間
は
年
金
の
対
象
期
間
に
な
り
ま

せ
ん
。

・ 

会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
）
だ
っ
た
人
に
は
、
老
齢
厚
生

年
金
や
退
職
共
済
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
が
最
低
25
年
間
（
３
０
０
月
）
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※ 

月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
と
併
せ
て
付
加
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
（
付
加
年
金
の
年

金
額
＝
２
０
０
円
×
納
付
月
数
）
も
あ
り

ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
を
負
っ
て
働
け
な

く
な
っ
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
、
ま
た
、
万
一
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
残
さ
れ
た
妻
や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
員
や
公
務
員
で
あ
る
と
き
の

障
が
い
や
死
亡
の
場
合
に
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
か
ら
も
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ

て
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

平
成
23
年
度
年
金
額
（
定
額
）

　

９
８
６
、
１
０
０
円
（
１
級
）

　

７
８
８
、
９
０
０
円
（
２
級
）

・ 

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害

等
級
表
（
１
級･

２
級
）
に
よ
る
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
間
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※ 

子
ど
も
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま

す
。
（
子
ど
も
１
人
２
２
７
、
０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
７
５
、
６
０
０
円
）

遺
族
基
礎
年
金

　

平
成
23
年
度
年
金
額

　

１
、
０
１
５
、
９
０
０
円
（
妻
）

　

基
本
額
（
定
額
）

　

７
８
８
、
９
０
０
円
＋
子
ど
も
１
人
の
加

算
額
２
２
７
、
０
０
０
円

・ 

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※ 

子
ど
も
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、

ま
た
は
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
人

数
に
よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

※ 

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的
年
金
の
加

入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死

亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
広
報
き
く
ち
８
月
号
で
紹
介
し

ま
し
た
「
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
山
鹿
・
菊
池

大
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
７
日
（
金
）

◆
と
こ
ろ　

鞠
智
城
、
菊
池
文
化
会
館

◆
内　

容

・ 

烽の
ろ
し火
リ
レ
ー
（
午
後
１
時
30
分
予
定
）

・
参
加
自
治
体
の
鞠
智
城
見
学
会

・
自
治
体
首
長
会
議

※ 

烽
火
リ
レ
ー
は
一
般
の
人
も
見
学
で
き
ま

す
。

10
月
８
日
（
土
）

◆
と
こ
ろ　

山
鹿
市
八
千
代
座

◆
内　

容

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
午
前
９
時
開
会
予
定
）

　

第
Ⅰ
部　

学
習
発
表

　

山
鹿
市
立
城
北
小
学
校

　

第
Ⅱ
部　

講
演

　

第
Ⅲ
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

※
８
日
は
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

鞠
智
城
跡
の
最
新
調
査
の
成
果
や
西
谷
正

　

九
州
歴
史
資
料
館
館
長
と
田
中
哲
雄
東
北

　

芸
術
工
科
大
学
元
教
授
に
よ
る
講
演
も
あ

　

り
ま
す
。

◆
関
連
事
業
（
午
後
）

・
古
代
山
城
物
語
in
八
千
代
座

　

菊
池
市
、
山
鹿
市
、
大
野
城
市
の
市
民
団

体
に
よ
る
演
劇
や
踊
り
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
本
市
か
ら
は
、
市
民
団
体
と
菊
池
女

子
高
校
郷
土
芸
能
部
が
出
演
す
る
予
定
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
併
せ
て
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

Ｑ　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は
ど
ん
な
制

度
で
す
か
。

Ａ　

訪
問
販
売
や
、
事
業
者
か
ら
の
電
話
な

ど
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
冷
静
に

考
え
直
す
時
間
を
与
え
、
一
定
期
間
内
な
ら

無
条
件
で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。
消
費
者

に
違
約
金
や
返
品
費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
金

銭
的
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
済
み
で
も

原
状
回
復
義
務
は
事
業
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

ど
ん
な
契
約
が
対
象
で
す
か
？ 

Ａ　

対
象
と
な
る
契
約
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
も
の

① 

訪
問
販
売
な
ど
店
舗
外
で
契
約
し
た
全
て

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

②
店
舗
で
も
対
象
と
な
る
も
の

・ 

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
や
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン

ト
セ
ー
ル
ス
よ
る
契
約
。

・
マ
ル
チ
商
法
や
内
職
商
法
。

・ 

エ
ス
テ
、
外
国
語
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
な
ど
（
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
契
約
）
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
も
の

①
現
金
取
引
で
３
千
円
未
満
の
場
合

② 

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
政
令
で
定
め
ら

れ
た
消
耗
品
で
あ
っ
て
「
使
用
す
る
と

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
く
な
る
」
と
表

示
が
あ
る
場
合
。

Ｑ　

通
信
販
売
に
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

広
告
表
示
で
返
品
が
可
能
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
返
品
対
応
に
つ
い
て
何
の
表
示

も
な
い
場
合
、
商
品
な
ど
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
８
日
以
内
は
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は
違
い
返

品
の
送
料
は
購
入
者
負
担
で
す
。
手
続
き
方

法
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

◆
通
知
書
の
記
載
例

 

①
必
ず
書
面
で
通
知
す
る
。

② 

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
は
、
販
売
店
と

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
両
方
へ
通
知
す
る
。

③
表
裏
の
コ
ピ
ー
を
取
り
保
管
。

④
特
定
記
録
郵
便
や
簡
易
書
留
扱
い
で
発
信
。

　

マ
ル
チ
商
法
や
内
職
商
法
の
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
可
能
期
間
は
20
日
間
以
内
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
８
日
間
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特別障害給付金制度を
ご存知ですか？

１ 太宰府政庁跡 福岡県太宰府市

２ 古代山城・大
おおの
野城
じょう
跡 福岡県大野城市・

太宰府市・うみ町

３ 古代山城・基
き い
肄城
じょう
跡 福岡県筑紫野市・

佐賀県基山町

４ 宝
ほう
満
まんかわ
川堤防 福岡県小郡市

５
古代の烽火台跡・

朝
あさひやま
日山

佐賀県鳥栖市

６ 十
じゅうれん
連寺

じ
公園 福岡県久留米市

７ 古代山城・女
ぞ
山
やまこう
神籠

ご
石
いし

福岡県みやま市

８ 清水小学校 福岡県みやま市

９ 清水山 福岡県みやま市

10
中世の烽火台跡・

御
お
牧
まきやま
山

福岡県みやま市

11 セキアヒルズ 熊本県南関町

12 二
に
城
じょう
山
ざん

熊本県南関町・和水町

13 米
め
野
の
山
やま

熊本県山鹿市

14 古代山城・鞠智城 熊本県菊池市・山鹿市

                 通知書
次の契約を解除します。
契約年月日　平成○○年○月○日
商品名　　　○○○
契約金額　　○○○○円
販売会社　　株式会社×××　
□□□営業所　担当者　△△△
支払った代金○○○○円を返金し
商品を引き取ってください
熊本県菊池市○○　○○番地○○
氏名　○○○○

242011 September広報きくち2525 2011 September広報きくち


